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近年報告された太陽光発電（Photovoltaics: PV）市場の推移予測では 2030 年までに PV


















であるとされている．もしすべての乗用車を PV モジュール（定格電力 800 W）を搭載し
た PHV に置き換えた場合，全乗用車の走行エネルギーの 63%を太陽光で賄えると見込ま
れている．さらに，天候，昼夜，季節の影響を受けず，日射の減衰もない宇宙空間に巨大
な PV パネルを展開して太陽光発電を行い，発電した電力を地上に無線伝送する宇宙太陽
発電システム（Space Solar Power System: SSPS）が提案されている．宇宙空間では常に
太陽光を得ることができるため，SSPS は PV システムの設備利用率を高めることができ
CO2 フリーの大規模基幹電源としての役割が期待されているが，実現に向けた様々な技術
課題が残されている．  




代 PV モジュールの開発が喫緊の課題となっている．  











第 1 章では，本研究の背景として，従来 PV モジュールの利用形態および課題，次世代
PV モジュールの必要性に関して述べている．  


















法として太陽電池面に波長選択コーティング（Spectrally Selective Coating: SSC）を付
与する方法に着目し，多層膜 SSC の光学設計を行った．結果として SSC の付与により温
度プロファイル全体を高温側へシフトしつつ温度振幅を低減できることが示された．  
第 6 章では，本研究で得られた知見をまとめている．  
 
